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TST-2 は低アスペクト比の球状トカマク（ST）である。ST は、トカマクに比べて安定に保て

るベータ値が高く、弱い同じ磁場でも高いプラズマ圧力（従って核融合出力密度）が得られるた

め、より小型の装置でトカマクと同等の性能を得ることができ、経済性に優れるという強みがあ

る。反面、中心部のセンターソレノイド（CS）を用いてのプラズマ電流駆動は、中心スペース

が限られる ST にとって不利であり、CS を用いない非誘導電流駆動が求められている。現在、

非誘導電流駆動を目的とした低域混成波（LHW）による電流駆動実験の準備を行っている。増

幅系によって周波数 200 MHz の信号を増幅し、最終段増幅器 4 台より合計 400 kW の出力を得

ることができる[図 1] 

 

図１. 200MHz 増幅系。4 分配後、上から順に 1 系統から 4 系統とよぶ。 

 

このたび、4 系統からの単独出力を用いて 1 本のアンテナからプラズマ入射を行い、プラズマ

整合をとって 10 kW のパワーを入射することに成功した。本研究会ではその結果を報告する。

現在、2 系統および 3 系統は位相器(Phase Shifter)内部のアークのため使用を中断しているが、

1 系統および 4 系統は終段増幅器(Final Power Amplifier)からの出力 100 kW を達成しているた

め、1 系統、4 系統の出力をそれぞれ合成器(Combiner)を介さず直接アンテナに給電する措置を

とっている。今後、プラズマ整合を取って、2 本のアンテナからそれぞれ 100 kW 程度のプラズ

マ入射を行う予定である。 

 200MHz のプラズマ入射が実現し、電流駆動実験に向けて新たな段階に入ることができた。 

 


